



































































































コンビュータで人間の脳にあたるハードウェアは. CPU (中央処理装置)である。 CPUは
演算装置，主記憶装置，制御装置などから構成される。ある命令を受けた場合，データを主メ
モリから読み出し， レジスタに蓄えられる O 次に演算部がレジスタのデータを指ぶされた方法
で演算し， レジスタにもどしたり，主メモリへ書き込んだりする。したがって記憶と学習につ
いて理解することは， コンビュータのシステムをよく理解することにもつながってt1くO
例えば図書館で情報を検索する場合を考えてみても，ひとつの記憶や学習のモデルとして扱
うことができる O 情報検索において求める資料は，一般にはキーワードを使用することによっ
て求められる。例えば書名から資料を検索する場合，使用されたキーワードが書名の一部分と
一致した場合，求める資料が得られることになる。これはまた書庫と書斉との関係にもあては
まるわけで，書庫には資料が整理され蓄積されているが，書斉にはいま必要とする資料のみが
あるのと同様であるo I情報を蓄えること」と「思い出すこと」という記憶の構造は， このよ
うに想定してみると理解しやすいのではないだろうか。
5.おわりに
今回とりあけ、た『記憶と学習」は，く認知科学シリーズ>の一冊である O このシリーズには，
「脳と心のはたらきの本質にせまる新シリーズ」と書かれている O またどの巻から読んでもか
まわないと書かれている O ということは，各巻ともどこから読んでもかまわないというように
解釈しでもよいであろう O またこの本の読書対象として，心理学，教育学，亘語学を学ぶ学生，
社会人，研究者をはじめ，広く脳や心のはたらきに関心のある文科，理科の学生，社会人など
をあげている。
しかし内容は，一般的に理解しやすい部分とかなり高度な次元の相違を感じる部分がある。
したがって少し脳に関する予備知識をもって読まないと理解しにくいだろう。その点コンビュー
タによる情報処理を想定しながら読んでいくとわかりよいだろう O 脳を情報処理のメカニズム
として分解して考えることにいささか抵抗を持つこともあろう，またこの文章は書評というよ
り内容紹介になってしまったが，認知科学の意味をじゅうぶん理解しておくことは， これから
の学問研究にとって大切なことだと思う O
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